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顧客が再利用すべき機能を容易に選択できるよう，複数の既存システムのゴールモデルに共通して
存在するゴールを集約して作成された結合ゴールモデルを用いた手法が提案されている．しかし大規
模システムのゴールモデル中から共通ゴールのみを正しく判別することは困難である．そこで本研究
では，ゴール間の類似度と判別ルールを用いた効率の良い共通ゴールの判別手法を提案する．手法の
有効性は，テレビと SNS に対するゴールモデルを用いた実験で示す．

Common Goal Identification for Software Reuse
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The approach using the joint goal model is proposed for software reuse. Common goals are
important to build the joint goal model. However the related works do not mention techniques
for identifying the common goals. In this paper, we propose a technique to identify common
goals using goal similarity and rules. The accuracy of the proposal technique is shown by the
experiment using the goal models of the domain of television and SNS.

1. は じ め に

近年，システムのライフサイクル短縮化及び開発規

模大型化により開発者への負荷が増加してきている．

Software Product Line Engineering (SPLE)を用い

ることで既存システムを再利用し開発プロセスを効率

化できると言われている [1]．既存研究では再利用すべ

き機能を容易に特定できるようにゴールモデルを用い

ているが，結合ゴールモデル作成の核となる共通ゴー

ルの判別手法が自明でない．そのため，本研究では効

率の良い共通ゴールの判別手法を提案している．その

際，適合率を高めるためにゴール間の類似度だけでは

なく，「1ゴール 1共通」・「下位ゴール優先」・「子ゴー

ル共通性の反映」という 3つの提案ルールを用いてい

る [4]．またテレビと SNSに対するゴールモデルを用

いた実験により，手法がゴールモデルの類似性に関係

なく有効であることが示された．

2. Software Product Line Engineering

Software Product Line Engineering (SPLE)とは，

既存システム再利用によるシステム開発プロセスの効
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率化手法である [1]．SPLEでは，既存システムのソー

スコードをフィーチャ単位で分割し [5]，フィーチャモ

デルを作成する [6]とともに類似システムの可変性分

析を行う [7]．これにより，顧客の要求に応じて可変

機能をつけ替えることで派生システムを効率よく開発

できる．

3. 既存研究とその問題点

既存研究では，システムに詳しくない顧客でも再利

用すべき可変機能を選択可能にすることが SPLEにお

ける要求工学の責務だとして，階層化された要求モデ

ルであるゴールモデルを用いた手法を提案している．

それらの研究では，複数の類似既存システムのソース

コードなどからゴールモデルを導出 [8]し，結合ゴー

ルモデルを作成する [2]とともにフィーチャモデルと

の対応付けを行っている [3]．しかし，結合ゴールモ

デル作成時に必要な共通ゴールの判別手法が自明では

ない．大規模システムのゴールモデル中から人手で共

通ゴールを正しく判別することは困難である．

4. 提 案 手 法

4.1 提案手法の概要

共通ゴールを効率よく判別するための体系的な手法
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図 1 提案手法の概要

を提案する．本手法は，以下の 3つのプロセスで構成

される [4]．

(1)明らかに共通なゴールを判別するプロセス

(2)明らかに可変なゴールを判別するプロセス

(3)共通ゴールランキングを用いて共通ゴールを判

別するプロセス

これらのプロセスはゴール間の類似度に基づいて行

われる．

4.2 問題と提案ルール

類似度だけで判別を行うと，類似度が高い可変ゴー

ルを明らかに共通と判別したり，類似度の低い共通

ゴールを明らかに可変と判別してしまう．これらを防

ぐために本研究では，「1ゴール 1共通」・「下位ゴール

優先」「子ゴール共通性の反映」という 3つのルール

を提案している [4]．

5. 評価と考察

同企業で作成されたテレビのゴールモデルを用いて

手法の有効性を評価した [4]．その結果，両ゴールモ

デル間の類似度が全体的に高い場合に「1ゴール 1共

通」・「下位ゴール優先」が有効だということがわかっ

た．また共通ゴールランキングでは，正解共通ゴール

がほぼ 1位に出現し照合回数を 80％以上削減できる

ことを示した．

両ゴールモデル間の類似度が全体的に低い場合でも

手法が有効なのかを調べるため，別企業で作成された

Social Network System(SNS)のゴールモデルを用い

て同様の実験を行った．その結果，両ゴールモデル間

の類似度が全体的に低い場合には「子ゴール共通性の

反映」が有効だということがわかった．共通ゴールラ

ンキングでは，正解共通ゴールがすべて 1位に出現し

照合回数を 90％以上削減できることを示した．

これらの結果から，本手法はゴールモデルの類似性

に関係なく有効であることが示された．

6. 手法の限界

扱うゴールモデルにより，手法が機能しない場合が

ある．例えばゴールモデル自体に誤りがあった場合，

正しく共通ゴールを判別できない．また作成者によっ

てゴール名の長さが異なる場合，ゴール間の類似度の

信頼性が下がる．さらに作成者によって最下位ゴール

の分解粒度が異なる場合，子ゴール共通性の反映がう

まく機能しない．

7. まとめと今後の課題

SPLEを用いることで既存システムを再利用し開発

プロセスを効率化できる．ゴールモデルを用いた既存

研究では，共通ゴールの判別手法が自明でない．その

ため，本研究で効率の良い共通ゴールの判別手法を提

案した．また実験により本手法はゴールモデルの類似

性に関係なく有効であることが示された．今後は，手

法が有効に機能しない場合を明確化するとともに，そ

れらに対応できるよう手法を拡張していきたい．
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